
 

 

 

 

テスト講評
こ う ひ ょ う

 

 2 学期期末テストが終わりました。各教科担当からの講評を以下
い か

に載
の

せています。各自
か く じ

しっかり確認
か く に ん

をして、次のテストに活
い

かしましょう。

「テストが終わったから終わり」ではなく、終わったテストを振
ふ

り返り、

二度と同じ間違
ま ち が

いをしないことや今後の勉強の方針
ほ う し ん

を定
さ だ

めることも

大切
た い せ つ

なことの一つです。 

 

 講評 

国
語 

 今回のテストでは、文法の出来が結果を大きく左右していました。テスト返しの際にも言いましたが、

文法はルールを覚えていないと解けない問題ばかりです。「日本語だから、読めるから、なんとかな

る」わけありません。「文法苦手」「文法難しい」の声も聞きますが、逆に言えばルールさえ覚えてしまえ

ば満点が狙える部分にもなります。覚えるべきところを覚え、文法が自分の強みになるようにしましょう。 

また、すべての教科に言えることですが、わからない状態を放っておいて、テストに臨むなど言語道

断です。授業の時間は限られているので、その中で分からないことがあれば教科書やワーク、ノートを

熟読、それでもわからない場合は教科担当に聞くなど、自分で考えて対応策をとっていきましょう。次

回に期待しています。 

社
会 

今回も全体的には良く頑張っていたと思います。ナルホド・ザ・ジャンププリントをしっかりやり教科書の資

料や地形、学芸委員さんの作ってくれた予想問題や廊下の壁にはってくれた年表をしっかりと確認し復習

を繰り返しやってくれた人は納得のいく成績がついたと思います。しかし、問題をよく読まずにアルファベット

で答えるところを記号で書いたり、（  ）の戦いを桶狭間の戦いと書いたりしている人も結構いました。それ

と、今回は漢字ミスがかなり目立ちました。次回は、しっかりと確認をしておいてください。 

社会は、反復練習を何度もやることが非常に大事です。今回、納得のいかない成績をとってしまった人

は、重要な語句や年号と事件を何度も書いて頭にたたきこみましょう。3 学期は、歴史のみの問題です。あ

なた達が期末テストのやり直しプリントで書いたことをしっかり思い返し頑張ってくれることを祈ります。努力は

必ず報われます。こう、やり直しプリントに書いている人が何人もいました。自分の力を信じて一生懸命頑

張りましょう。ファイト！！ 

数
学 

 今回のテストは非常によく出来ていました。授業で解いた角度の問題についてはよく学習出来ていたよう

で、多くの人が解けていました。角度の計算は自分で求め方を発見したり、やり方を友だちに聞いて「なる

ほど！」と理解したりと、いつもよりも意欲的に取り組めていました。角度とは違い、あまり出来ていなかった

のは２の復習計算問題です。これは発表シートから同じ問題を出題しています。計算の基本となるもので

すので、必ず復習をして、解けるようになりましょう。 

理
科 

 天気の単元全部からの出題でした。天気の変化は、様々な条件で表れるので、整理がつかないと、

理解しにくいところもあったと思います。ポイントは、空気の温度とその中にある水蒸気の量です。その辺が

つかめるといいですね。テストやマイノートの感想文に、空を今までとは違って見るようになったとか、問題を

やっていくと、理屈とつながったとか書いてありました。その数はまだ多くはありませんが、自分で動くが増えて

いくことを願っています。 

 全体的にはよく勉強していると感じられました。よく勉強している人はこの調子で頑張ってほしいと思いま

す。なかなか点数がのびないと感じる人は、まずまわりの人がどんな勉強をしているのか教えてもらいましょ

う。それでもわからない場合は先生に聞いてみて下さい。先生たちはいつでも『 Welcome 』です。 

 冬休み明けには『 チャレンジテスト 』がありますので、テストが終わって安心するのではなく、次へのスター

トをきれるように頑張りましょう。 

英
語 

全体的にがんばっている人がとても多かった印象です。 

「知識」では、単語を覚えること、これは「やる気」しだいですね。ただ、lifestyles のように、s がつく時がどう

いう時かを理解しなければ同じミスをします。わからない人は言ってください。これは、ルールを覚えると簡単

に理解できます。チャンツは書かないと覚えれませんよ。何度も書きましょう。 

「理解」では長文を読むことに、抵抗をなくしましょう。3 年生になると、もっと長い文章が読む必要がありま

す。ただ、特訓することが必要ですのでこれから授業でもすすめていきます。皆さんに言いたいことは、読む

ことを初めからあきらめないこと。どこまでが主語で、動詞で、it や they が何を指しているかの、線を引いた

り、○をしたり読みやすくすること。絶対すること。おすすめです。 

「表現」では、レベルの高いことをやっています。授業での暗唱チェック、BDM での文作り、3 分作文での７０

語以上の英文作り、これらを“続けること”です。 

なんでも続けることで、それが当たり前に変わる、花が咲くまで、力を蓄えていきましょう。学年末では、総

決算の力を発揮してください。You can do it if you keep going.(継続することで成し遂げることができる。) 

音
楽 

      

はじめての筆記テストで、1 学期からの学習が範囲になったので忘れていることもあったようです。また問

題をよく読まずに答え方をまちがってしまった人がいたのが残念でした。１～４の内容は今後の学習にも登

場する大切な内容です。楽譜は階名（ドレミ…）だけを見るものではなくて、よりよい演奏のためのたくさんの

情報が書かれているものなのです。少しずつ理解を深めてください。 

体
育 

【女子】１学期に比べテスト範囲は広くなりましたが、しっかりと要点をおさえて勉強してきている人が多く、頑

張っている印象です。保健は、私たちの生活に直接関係しています。言葉を暗記するだけでなく、

本当の意味で理解することが豊かに生きることにつながります。 

 

【男子】保健も体育も、プリントや授業でまとめた要点などはよく把握できていました。逆に教科書からの出

題に関しては得点率が低く、残念でした。保体教科書、体育実技本からも必ず出題されるので、

テスト前にしっかり確認しましょう 
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